
市
民
こ
ぞ
っ
て
お
祝
い
を

宮
崎
市
史
年
表
も
発
行

ピ
ア
ノ
演
奏
会
や
物
産
展
な
ど
開
催

宮
崎
市
は
、
大
正
十
三
年
四
月
一
日

宮
崎
町
、
大
淀
町
、
大
宮
村
を
合
併
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
人
口
四
万
二
千
九

百
二
十
人
、
面
積
四
十
五
・
一
五
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
市
役
所
に
設
け
ら
れ

た
課
も
わ
か
ず
に
六
課
と
い
う
い
ま
に

し
て
み
れ
ば
、
規
模
の
小
さ
な
も
の
で

し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
の
宮
崎
市
は
、
宮
崎

平
野
の
中
心
に
位
置
す
る
と
い
う
地
の

利
に
恵
ま
れ
、
県
都
と
し
て
の
歩
み
は

順
調
で
、
昭
和
七
年
に
檍
村
、
昭
和
十

八
年
に
は
赤
江
町
を
合
併
し
て
人
口
八

万
五
百
七
十
六
人
、
面
積
八
十
七
・
五

七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
市
政
を
担
当

す
る
課
の
数
も
十
一
と
倍
増
し
て
い
ま

す
。市
の
形
態
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て

市
の
業
務
も
過
速
度
的

に
ふ
え
て
ゆ

き
、
そ
の
範
囲
も
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に

お
よ
ん
で
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

防
空
課
、
時
局
課
な
ど
時
代
を
反
映
し

た
特
殊
な
課
が
設
け
ら
れ
た
の
も
こ
の

時
代
で
し
た
。

順
調
だ
っ
た
宮
崎
市
の
発
展
も
戦
後

の
混
乱
し
た
時
期
に
一
時
伸
び
悩
み
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
ま
た
従
来

の
発
展
の
歩
み
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
に
瓜
生
野
、
木
花
、

青
島
、
倉
岡
の
四

か
村
、
三
十
二
年
に

は
住
吉
村
、
三
十
八
年
に
生
目
村
を
合

併
し
て
市
制
施
行
四
十
周
年
の
昭
和
三

十
九
年
に
は
、
人
口
十
七
万
五
千
六
十

五
人
、
面
積
二
百
八
十
五
・
九
一
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
数
え
る
に
い
た
り
、

こ
の
時
ま
で
で
近
隣
町
村
の
合
併
は
終

り
市
の
姿
が
定
っ
て
い
ま
す
。

あ
れ
か
ら
十
年
、
い
ま
市
制
施
行
五

十
周
年
を
迎
え
て
宮
崎
市
の
人
口
は
二

十
二
万
人
を
突
破
、
人
口
で
見
た
だ
け

で
も
九
州
、
九
十
市
の
中
で
上
か
ら
九

番
目
と
、
名
実
と
も
に
宮
崎
県
の
中
心

都
市
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

祝
賀
式
典
は４

月

１

日

宮
崎

市
で
は
、

市
制
五
十
周
年
を
記

念
し

た
祝

賀
式

典
を
、
四

月
一
日
（
月
）

の
午
前
十

時
か
ら
、
市
民
会
館
大

ホ
ー

ル
で
行

い
ま
す
。

当
日

は
、
午
前

九
時
か
ら
受
付

け
を

開
始
し

ま
す
。

祝
賀
式

は
、
開

会
の
こ
と
ば
の
あ
と

市
長
、
議
長

の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
続

い
て
来
賓
祝
辞
、

市
政
へ
功
労
の
あ
っ

た
人
約
四
百
人

の
表
彰

、
さ
き
に
広
報

紙
な
ど
で
募
集

し
て
い
ま
し
た
市
民
の

歌

の
紹
介
、
祝

い
の
舞
い
な
ど
を
行
い

正
午

に
は
終

る
予

定
で

す
。

お
家
族
お
そ
ろ
い
で

お
出
か
け
を

市
民
会
館

で

の
祝
賀
行
事
は
、
記

念
日
に
あ
た
る
四
月
一
日
の
式
典
の
ほ

か
、

ピ
ア
ノ
連

弾
演
奏
会

な
ど
の
催
し

が
計
画

さ
れ
て

い
ま
す
。

目
で
見

る
も

の
、
耳
で
聞

く
も

の
、

ま
た
自
分

で
参

加
す

る
も

の
な
ど
盛
り
沢
山
で
す
。

（
注
）

市
民
会
館
で

の
催

し
に

は
入
場

整

理
券

が
必
要

で
す
の
で
入
場

ご
希
望
の
か
た

は
、
裏
面

に
掲

げ
ま
し
た
方
法
で
、
早
目

に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
市
民
会
館
以
外
で
も
祝
賀
行

事
と
し
て
、
三
月
二
十
八
日

か
ら
「
宮

崎
の
物
産
と
観
光
展
」
や
「
宮
崎
市
今

昔
写

真
展
」
な
ど
が
催
さ
れ

ま
す

の
で

お
家
族
お
そ
ろ
い
で
多
数

お
出

か
け

く

だ
さ
い
。

宮
崎
市
史
（
年
表
）

を
発
行
し
ま
す

昭
和
四
十
五
年
か
ら
市
史
（
年
表
）

の
編
集
の
た
め
市
史
編
さ
ん
室
を
設
置

し
て
、
宮
崎
市
史
（
年
表
）
の
編
集
に

あ
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
編
集
も

終
っ
た
た
め
こ
の
た
び
発
刊
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
制
五
十
周
年
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
発
刊
す
る
も
の
で
、
Ａ

五
判
の
布
張
り
で
約
八
百
五
十
ペ
ー
ジ

だ
て
。
内
容
は
、
大
正
十
三
年
の
市
制

施
行
か
ら
最
近
ま
で
の
市
お
よ
び
市
に

関
係
の
あ
る
事
柄
を
年
月
順
に
、
日
記

ふ
う
に
わ
か
り
や
す
く
編
さ
ん
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
県
、
国
の

主
な
事
柄
も
参
考
と
し
て
記
載
し
て
い

ま
す
。

記
念
図
書
を

小
・
中
学
校
に
配
付

教
育
関
係
で

は
、
市
制
五
十
周
年
記

念
事
業

の
一
つ

と
し
て

市
内

各
小

・
中

学
校

に
記
念
図

書
を
配
付

し
ま
す
。

こ

れ
は
記
念
図

書
を
学
校

図
書
に
加

え
て

も
ら
い
小
・

中
学
校

の
児
童
、
生

徒

の
み
な
さ
ん
の
勉
学
に
少
し
で
も
役

立
て

て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
。

小

学
校
用

と
し
て
、
玉
川
児
童
百
科

大
辞
典

（
二

十
一
巻

）
、

新
訂
学
習

カ

ラ

ー
百
科

（
十
巻
）
、

学
習
ず

か
ん
百

科

（
十
五

巻
）
、

中
学
校
用
と
し
て

ビ

ク
ト
リ
ア
現
代

新
百

科

（
十

三

巻
）
、

新
訂
カ
ラ
ー
百
科
（
十
巻
）
、
原
色
現
代

科

学
大
辞
典
（
十
巻
）
を
、
四

月
上
旬

頃
、

各
学
校

に
配
付
す

る
予
定
で
す
。

苗
木
三
、
八
〇
〇
本
を

無

料

配

付

三

月
二

十
八
日
か
ら
山
形

屋
と
橘
百

貨
店
で
行
う
「
宮
崎
の
物
産
と
観
光
展
」

お
よ
び
、
四

月
七
日
に
市
民
会
館
で
行

わ
れ
る
「
宮
崎
市
芸
術
祭
」
の
入
場
者

に
緑
化

推
進
運
動
も

か
ね
て
記
念
樹
三

千

八
百
本
を
無
料
で
差
し
上

げ
ま
す
。

「
宮

崎
の
物
産
と
観
光
展
」

の
会

場

で
は
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
五
種
類
、
千
八

百

本
を
三

月
二

十
八
・
二
十
九
日

に
先

着

順
に
配
付

し
ま
す
。

ま
た
「
宮

崎
市
芸

術
祭
」

の
入
場
者
全

員
に
も

ク
ロ

ガ
ネ

モ
チ
二
千

本
を
差
し

上
げ
ま
す
。
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祝 賀 記 念 催 し の ご案 内

市制 施行50周年記念 祝賀式 典

児玉 邦夫 ・幸子夫妻ピ アノ連弾演 奏会

（本 市出身で， ピア ノ連弾演奏
家 として世 界的に有 名です　

）

ＭＲＴ テレビ公開 番組

家族そろ って歌 合戦

ＮＨＫ ラジオ公開 番組

ひ　る　 の　歌　謡　 曲

宮　崎　市　芸　術　祭

宮崎の物産 と観光展

宮崎市今 昔写真 展

宮崎市 名木写真展

宮崎市総 合美 術展

宮崎 市商工 祭

（藤 まつ り４月13日～21 日）

宮崎市民体育 祭
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